
NCBI	
  	
  Gene	
  Viewer	
  
によるゲノム上の遺伝子配列の閲覧	




NCBI	
  (Na/onal	
  Center	
  for	
  Biotechnology	
  Informa/on)のホームページ	


h:p://www.ncbi.nlm.nih.gov/	




クェリー　（質問、調べたいもの）　を入力	


この場合はMycoplasma	
  genitaliumという生物種名	


Go	
  bu:onを押す	




クェリーに関するさまざまな情報が返される	


例えば文献情報としてM.	
  genitaliumに関するもののアブストラクトが	
  
643件	


M.	
  genitaliumに関連	
  
するタンパク質の情報	
  
が3001件	
  

M.	
  genitaliumに関連	
  
するゲノムの情報	
  
が14件	
  

M.	
  genitaliumに関連	
  
するタンパク質の	
  
立体構造情報が5件	
  

今回はゲノム情報	
  
を知りたいのでここ	
  
をクリック	




M.	
  Genitaliumの完全ゲノム	
  
配列、	




GenBank形式のファイルを表示	
 コードされるタンパク質の一覧	


ゲノム部分の遺伝子の並びを表示	


上流（5‘側に移動）	

下流(3’側に移動）	


表示領域の表示	


遺伝子名検索	




ここに、遺伝子名などを入力してFind	
  Geneをクリックするとその遺伝子領域に移動	


マウスのポインタを遺伝子の矢印にのせると、その遺伝子の情報が表示される、	


ここ、をクリックするとSequence	
  Viewerで見ている周辺の領域が表示される	




ゲノムの	
  
全体表示	


一部を	
  
拡大表示	


塩基配列を別ウィンドウに表示	
 スケール上に塩基配列の表示	


遺伝子名で検索	


拡大率の変更	

下のうす青色の四角い領域が下に	
  
拡大表示されている	
  
左ボタンでドラッグするとスクロール	
  

この付近も左ドラッグでスクロールできる	
  



遺伝子名を入力	


表示される一覧ダイアログから目的の遺伝子名をクリック	




検索した遺伝子(oppC)が中央に表示される	




ある遺伝子（ここではgyrA）の翻訳開始点付近の塩基配列を知りたい場合	
  
表示したい領域にまずマーカー(Marker)を付ける。開始点付近で右クリック	
  

Set	
  New	
  Marker	
  At	
  Posi/onを選択するとマーカーが設置される	




確認ダイアログでOKをクリック	


マーカーが設置される、右側に鍵マークがついている状態ではロックされているので解除する	




マーカー上を右クリックするとメニューが表示されるので、Unlock	
  Marker	
  
を選択すると、ロックが解除されマーカーの位置をドラッグでスライドできる	
  
間違ってつけたマーカーはここでRemove	
  Markerを選んで取り除くことも出来る	
  

Zoom	
  To	
  Sequence	
  At	
  Markerでマーカー部分が塩基配列も含めて拡大表示される	


このままでも良いがgyrAの開始点にマーカーをそろえておこう、	




gyrA開始点のアミノ酸配列はMAKQQDQ,,,	
  
塩基配列は順方向なので上段を読んでATGGCAAACAACAAGAT,,,と読み取れる	


塩基配列が読み取りにくい場合	


ここをクリックすると配列表示ウィンドウが開く	


Go	
  To	
  Posi/onで配列上の位置(4800)	
  
を指定、マーカーの位置が示される	




反転表示がかえって判りにくいヒトはFlipStrandsをクリックすると順方向の表示に戻せる	


逆方向の配列を見るときには少し注意が必要である、前回見たMG_012を表示してみると	


自動的に遺伝子の配置を反転してくれる、（スケール上の番号が右側が小さい）	




反転表示のままで先ほどと同様Markerを打って拡大表示、この場合アミノ酸配列は	
  
そのままMGKIK,,,と読めば良いが、塩基配列は相補鎖なので下の段を読んで、	
  
ATGGGAAAAATTAAA,,,となる点に注意	


同じ部分を反転表示をしないで示すと下のようになる。アミノ酸配列を右から左へ、	
  
MGK、、、と読み、塩基配列は下の段を右から左へATGGGAAAAATTAAA,,,と読む	






ヒト（Homo	
  sapiens）の遺伝子（例：TPI1）を探す	


NCBIのホームページで、　homo	
  sapiens	
  TPI1として検索	


真核生物の塩基配列	


検索結果でgene（遺伝子）を選択	




一つ目のエントリーがヒトのTPI1	




タンパク質名：	
  
Triosephosphate	
  isomerase	
  1	


遺伝子の構成	
  
７つのコーディング領域	
  
：エキソン	


ここをクリックして	
  
Sequence	
  viewerを起動	




Sequence	
  Viewerが立ち上がる、　TPI1は12番染色体上にある、	


第一エキソンと第二エキソンの開始点、と終止点にマーカーを打つ	




４カ所のマーカーを設定した状態	


第一エキソンの開始点の前後の配列：　GCC	
  |	
  ATG	




第一エキソンの終止点	


ATP5A1とATP5Bについて同様に、おこなう	
  

相補鎖に注意	



